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緒言



子どもの発育状況、体格

•経済発展、生活水準や環境の向上

子どもの体力、運動能力

•運動やスポーツをして遊ばない

•昭和60年頃から体力は低下傾向にある

向上

低下

9.7%

90.3%

中学生の1週間の総運動時間

60分未満 60分以上

29.9％

70.1％

女子
60分未満 60分以上

男子



1週間の総運動時間

出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査



運動をする子 運動をしない子

中学生における運動の二極化

• 週の総運動時間

60分未満
男子9.7%

女子29.9%
• 運動習慣がない

• 週の総運動時間60分以上

• 不適切な指導方法

• スポーツ障害



60分未満の生徒の内訳

3.8%
4.9%

7.9% 4.8%

0分 1～15分未満

15～30分未満 30～45分未満

45～60分未満

0分
78.6%

男子

3.3%
5.0%7.9% 3.6%

0分

1～15分未満

15～30分未満

0分
80.2%

女子

出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査



保健体育の授業が楽しいと…

• 出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査
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「保健体育の授業は楽しい」についての

回答と1週間の総運動時間との関連
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• 出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査



体育授業が楽しくない理由

できないことが

できるようにならない

好きな種目を

見つけられない

保健体育が

自分にとって

大切と感じられない

出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査



運動が苦手・嫌いな子が

スポーツや運動を行う条件

好きな種目

できる種目
友達

自分のペース 場所

出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査



• 出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査

・生徒にとって実現可能
な狙いを設定

⇒十分な達成感や充実
感を味わわせる

・生徒が領域のまとまりか
ら運動を選択

⇒生徒が探求したい運動
やスポーツを選択できるよ
うにする

好きな種目、できる種目を
増やす

好きな種目

できる種目



• 出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査

外部指導者、複数の指導
者による指導体制

⇒全体の流れに取り残
される生徒をなくす。

各自の運動レベルに応じ
た指導を行う

自分のペースで運動を行う



• 出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査

運動を自発的に行いやすい
環境の提供

・仲間と関わりあいながらスポーツを行える場
面や機会の設定
・共にスポーツや運動を行える環境を提供

場所 友達



体育授業が楽しくない理由

できないことが

できるようにならない

好きな種目を

見つけられない

保健体育が

自分にとって

大切と感じられない

出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査



運動が苦手・嫌いな子が

スポーツや運動を行う条件

好きな種目

できる種目
友達

自分のペース 場所

出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査



運動習慣の有無が及ぼす影響は？



精神面
•「キレる子ども」

苛立ちや怒りといった感情を抑制できず、感情の赴くま
まに行動する

•「ストレス症状」

習い事やいじめ、対人関係によるストレスによる様々な
身体症状



スキャモンの発達・発育曲線



健康面
•「肥満児の増加」

豊かな食文化と運動不足

•「骨の異常」

食生活の乱れによるカルシウム不足や日光

に当たることで生産されるビタミンDの欠如、猫背



肥満児の増加

出典：日本小児内分泌学会



健康面
•「肥満児の増加」

豊かな食文化と運動不足

•「骨の異常」

食生活の乱れによるカルシウム不足や日光

に当たることで生産されるビタミンDの欠如、猫背



二極化の背景



3つの間の減少

空間

仲間

時間



時間の減少

塾や習い事

高学歴志向

大人以上の過密スケジュール
時間



空間の減少

都市化

のびのび過ごせる場所

子どもだけの空間
空間



仲間の減少

少子化

一人遊びの増加

他学年との交流機会の減少

仲間



3つの間の減少

空間

仲間

時間



提言
（中学生を対象に提言）

１教科外運動の実施

２部活動の体制変更

３体育授業の改革



提言１
教科外運動の実施



教科外運動の実施

始業前

30分

6限目

50分

80分



授業時数 (中学生)

出典：文部科学省 中学校学習指導要領



１日の授業時数
総授業数：1015時間

授業週数：35週

週授業数：29時間

（1015時間÷35週）

一日授業数：5～6時間/日

（29時間÷5日）

→ 1～5限：1日、1～6限：4日間

活動日



時間割の例（１年生）

教科外運動



期待できる効果

①週に80分の運動時間を確保

→１週間の総運動時間が60未満の生徒と

平日の平均運動時間が0分の生徒が０％

②学年内の交流で“友達”ができる

→運動機会の増加

③多くの種目を体験する

→好きな種目が見つけられる



1週間の総運動時間

出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査



平日の平均運動時間

0分の生徒(男子:50,386人+女子:139,278人)＝189,664人

全生徒＝1,039,921人

0分の生徒が全生徒に占める割合=18.2％
出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査



期待できる効果①

１週間の総運動時間
６０分未満

週８０分の運動

平日の平均運動時間
０分

０％

全体:18.2%

男子:9.7%
女子:29.9%

１週間の総運動時間が60分未満の生徒と
平日の平均運動時間が0分の生徒が０％になる



運動が苦手・嫌いな子が

スポーツや運動を行う条件

好きな種目

できる種目
友達

自分のペース 場所

出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査



期待できる効果②

学年内の交流

親しくなる

活動外でも運動

運動機会の増加

学年内の交流で親しくなった人たちが
活動外で運動を行うことで運動機会が増える



体育授業が楽しくない理由

できないことが

できるようにならない

好きな種目を

見つけられない

保健体育が

自分にとって

大切と感じられない

出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査



期待できる効果③

多くの種目を
体験する

好きな種目を
見つけられる



教員の役割

安全確保
積極的な
指導



活動の流れ

調査
①

実施種目
決定

調査
②

活動種目
決定

活動

１か月
円滑に行える程度
の人数になるよう
に制限する



活動日の例

（月） （火） （水） （木） （金）

始業前 1学年 2学年 3学年

1限目

2限目

3限

4限目

昼休み

5限目

6限目 3学年 1学年 2学年



提言２
部活動の体制変更



部活動の体制変更

バスケットボール部

アスリートを目指す
勝ちにこだわる

競技志向

その競技を楽しみ
意欲的に行える部活



バスケットボール部Ａ

勝ちにこだわる競技志向
勝利、技術向上を目標

同じ目標を持つ者同士
真剣に取り組める



バスケットボール部Ｂ

競技を楽しむ目的
苦手意識を取り除く

運動が苦手でも
部活をする機会が与えられ

スポーツ機会が０の生徒の解消



期待できる効果

向上心が高まり

技術向上

楽しむことで

苦手意識を取り
除く

運動機会が０の
生徒を解消



提言３
体育授業改革



小学生→→中学生

進級

・教員との人間関係
・課外活動の先輩、後輩

○小学生の不安要素



小学生：中学校に対する不安感を軽減させ、進学への期待
感を高める
中学校生活での「モデル」に出会う機会をつくる。

中学生：先輩としての自覚を持ち、よりよい行動をする力、
自分の責任や役割を果たす力、自分の気持ちを伝
える力、仲間の気持ちを聞いて共感的に理解する力。

教職員：小中学校間の違いを認めたうえで互いに学び合う。

１)小中学校の交流合同体育授業



楽しかった。今度は他
のスポーツがしたい。
中学校入学への不
安がなくなった。

運動会で中学生がとても
優しく、かっこ良かった。
合同体育で友達が多く
できた。これからもこ
ういう活動をしてほし

い。
普段は会えない、
他の小学生との
交流ができて
よかった。

これ以上多いと、どこの学校も大
変なのでもう増やさない方がい

い。
わかりやすく楽しい授業ばかり
だった。他の授業を受けたり、

部活見学もしたい。

・楽しかった。今度は他のスポーツが
したい。
・中学校入学への不安がなくなった。
・運動会で中学生がとても優しく、
かっこ良かった。
・合同体育で友達が多くできた。これ
からもこういう活動をしてほしい。
・普段は会えない、他の小学生との交
流ができてよかった。
・わかりやすく楽しい授業ばかりだっ
た。
他の授業を受けたり、部活見学もし
たい。

6年生 小中一貫教育に高い行程感 学校便り

合同体育授業を行った

小学生の声



得られた結果

ほぼ全ての市町村で成果が認められている

• 中学生の不登校出現率の減少

• 全国学力・学習状況調査の平均正答率の上昇

• 児童・生徒の規範意識の向上

• 自尊感情の高まり

• 教職員の児童生徒理解や指導方法改善意欲の高まり



小中の交流
●授業や運動会で小中が交流 合同体育授業

●中学校職員の専門性を生かした体育授業

子どもの体力向上のための取組ハンドブック /137



２)授業内容の選択性

やる気アップ！積極的に参加？！



運動が苦手・嫌いな子が

スポーツや運動を行う条件

好きな種目

できる種目
友達

自分のペース 場所

出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査



運動が苦手・嫌いな子が

スポーツや運動を行う条件

好きな種目

できる種目
友達

自分のペース 場所

出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査



運動が苦手・嫌いな子が

スポーツや運動を行う条件

好きな種目

できる種目
友達

自分のペース 場所

出典：文部科学省平成25年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査



２)授業内容の選択性

好き・得意・できそう 友達と一緒に

やる気アップ！積極的に参加



楽しく

自発的に！



３)複数教員配置

従来

一クラス ⇒ 一人の教員

理想！！

一クラス ⇒ 複数教員



【１クラス：一人の場合…】

生徒一人ひとりへ
目が行き届かない

指導が疎かに

安全への配慮×



【１クラス：複数教員の場合…】

情報を共有、分担が可能

ニーズに応えた授業を展開

性格やレベルに合わせた指導

生徒への目配り◎



4) ICT授業の活用

（ビデオ、インターネット）

• 動きをイメージして興味を促すことができる

• 思考や理解を深めるといった効果が上げられる

• その種目をより身近に感じられ、興味深く捉えることができる

• 健康の維持増進の重要性を学術的に理解できる

• 身体運動の効果を体感することにより、心身ともに

• 充実したライフスタイルを送ることができる



ICTを使用した授業
(バスケットボール)
・映像で重要なところを説明する。

・実際に撮影する。

・動きを確認

フューチャースクールで最先端のICT教育を実践した ... –
マイナビニュース



・自分の演技が見ることができて，とてもい
いと思いました。お手本も大きな画面で，比べら
れて，とてもよかったと思います。

・スマートボード（電子情報ボード）は書き込んだ
りできて，先生の説明も分かりやすかったです。
「DRAGRI」でお手本が動くので，好きなところで
止められて，注意する点がよくわかりました。

・今まで分かっていなかった自分のできていない
ところが確認できてよかったし，お手本もあった
ので，いい練習になったと思います。

中学校保健体育科ディジタルコンテンツ開発・活用授業の研究

ICTを使った授業の感想



関心・意欲・態度
↑↑

98％が向上を認
めた。

知識・理解，思考・
判断，表現・技能・
処理↑↑

集中して取り組める

楽しく学習できてい
る

評価
UP↑↑

場面・タイミング・工夫が大切！

ICTの使用には……

ICTを利用した指導の

効果の調査



終わりに
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